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論文内容の要旨  
 
Ⅰ．はじめに  
せん妄患者は、関わる人や場、タイミングなど、その都度の状況によって穏や
かになったり落ち着かなくなったりする。これは、臨床で働く多くの看護師にと
って自明であると思われる。看護師はケアの場面において、患者の反応を捉えつ
つ、それに応じた関わりを行なっているが、その状況ごとの両者のやりとりの場
面に、患者の安寧へとつながるケアのヒントが隠れていると思われた。  
本研究の目的は、せん妄を発症した患者への看護の場面において、患者と看護
師がどのような経験をしているのか、さらに両者のあいだでどのようにケアが成
り立つのかについて明らかにすることである。  
 
Ⅱ．方法  
 １．調査対象  
2018 年 1 月～ 9 月に、A 大学病院においてせん妄を発症した高齢患者とそれぞ
れの患者の看護に携わる看護師を研究参加者として、調査を実施した。  
 ２．調査内容  
看護師が行なうケアの場面に研究者も一緒に入りながら参加観察し、当該患者
の参加観察がすべて終了したタイミングで、患者と看護師に各々、補足的に非構
造化インタビューを実施した。分析と解釈は、Benner（ 1994／ 2006）の解釈学
的現象学に基づいた手法を手がかりに行なった。  
 
Ⅲ．結果  
 研究参加者は、事前に研究参加に同意の得られた 45 名のうち、せん妄を発症
した 5 名の患者（男性 4 名、平均年齢 78.7 歳）と看護師 16 名（ 1 名の患者に対
して 2～ 6 名、男性 2 名、平均経験年数 9.0 年）であった。患者の基礎疾患は、
心疾患が 3 名、脳疾患が 1 名、関節疾患が 1 名であった。せん妄の発症期間は 10
～ 35 日間で、平均日数は 14.2 日間であった。  
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5 つの各事例について、参加観察した看護の “場面 ”、患者および看護師のイン
タビューの語りのなかでの “エピソード ”において、患者と看護師のあいだに生じ
ている事象を分析、解釈した。  
その結果、《無視と無関心に閉じ込められる》《今を満たしともに解放に向かう》
《知覚と行為の土台》という 3 つの意味（コアテーマ）と、これらに属する 15
の意味（テーマ）が見いだされ、せん妄を発症した患者と看護師のあいだのケア
の成り立ちが構造化された。  
せん妄を発症した患者は、少し前のことがわからなくなったり、少し先の見通
しもつかないなど、過去にも未来にも不確かであいまいななかで、今の時間や場
所、他者、状況もわからず、“危うい今への閉じ込めと不確かさ”を経験していた。
患者はさらに、自分の身体が思うように動かず、そのうえ抑制もされる不自由さ、
不安定さ、不快さ、他者への思いの伝わらなさを経験していた。この際、患者は、
「キョロキョロ」「そわそわ」「どんどん」といった“落ち着かなさ”を表現して
いた。さらに、患者は、「立つ」「歩く」「抜く」「探す」「叫ぶ」といった行動をと
ることがあった。  
看護師が患者のこのような身体に、“落ち着かなさ”を知覚した時には、同時
に“危なさ”を感じ、「立つ」「歩く」「抜く」「探す」「叫ぶ」といった患者の動き
を制し、患者に《無視と無関心に閉じ込められる》と感じられるような行為に及
んでいた。そして、両者に“不穏さ”が生じていた。  
一方で、看護師が患者の身体に、“落ち着かなさ”や“危なさ”にとどまらず、
“危うい今への閉じ込めと不確かさ”を感じとった時には、「立つ」「歩く」「抜く」
「探す」「叫ぶ」といった患者の動きに、“危うい今への閉じ込めと不確かさ”を
含んだ“苦しみ”や“欲望”をみて《今を満たしともに解放に向かう》行為がな
されていた。そして、両者に“穏やかさ”がもたらされていた。  
さらに、患者に《無視と無関心に閉じ込められる》と感じられるような看護師
の行為は、〈“危ない”患者を制する〉、〈無視と無関心があいだを隔てる〉 2 つの
知覚と行為から成り立っていた。また、《今を満たしともに解放に向かう》行為は、
〈馴染みのない身辺への了解を試みる〉、〈戸惑う身体に見通しをつける〉、〈習慣
化した身体を阻まない〉、〈気がかりへの納得にたどり着く〉、〈気移りと不安定さ
に安定感を補う〉、〈奇妙な夢と現実を区別し実存を捉える〉、〈不快さを察知しつ
つ快で満たす〉、〈不自由な身体からの脱出をともに図る〉、〈自他の反応からケア
を探る〉、〈伝えようにも伝わらない苦しみに応答し続ける〉、〈現実に向かう身体
に回復をみる〉といった 11 の看護師の知覚と行為から成り立っていた。  
これら《無視と無関心に閉じ込められる》行為と《今を満たしともに解放に向
かう》行為は、《知覚と行為の土台》に基づいていた。これは、個々の看護師のこ
れまでの経験や育った病棟やチームの文化といった時間的な構造をもつ〈過去の
経験と文化〉と、せん妄の患者に関わるそのときに余裕があるかどうかといった
状況を表す〈患者に関わる余裕〉の 2 つのテーマから構成されていた。  
また、看護師は、インタビューによって《語りをとおした視野の広がりと実践
の意味の更新》を行なっていた。  
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Ⅳ．考察  
看護師がせん妄の患者の身体に対して、“今、ここ”の世界内存在の混乱を感
じとるかどうかによって、その時になされる行為が、ケアとして成り立つのか否
かが決定されることが示唆された。せん妄を発症した患者と看護師のあいだのケ
アは、“今、ここ”の世界内存在の混乱への応答であり、それは“今、ここ”の充
実と解放に他ならないと考えられた。  
こうしたケアは、患者にこれから身体の向かう時間と空間を先取りして示す
【見通しをつける】ケア、“自分でできている”、“自分のしたいようにできる”機
会をつくる【ともに確かさをつくる】ケア、欲求や欲望、気がかりをたどって知
る【時間を含んだ文脈をつかむ】ケア、感情の不安定さやリズムの走りにつられ
ず、しかし欲望そのものからずれない【リズムにのまれずタイミングを合わせる】
ケア、目つきや手足の動きといった【身体の表現に手探りで応じる】ケア、患者
の感じていることを看護師の【身体で感じとる】ケアから成り立つと解釈された。  
看護師がせん妄のケアに手探りになる理由は、せん妄の患者が経験している時
間も空間も状況もわからなくなるという“不確かさ”が、ケアに映しだされるこ
とにあると考えられる。また、このような意味で、患者の感じていることを看護
師の【身体で感じとる】ケアは、先に挙げたすべてのケアに通底すると考える。
せん妄のケアには、患者が経験している“不確かさ”が映しだされ、手探りにな
らざるを得ないからこそ、看護師が自身の感覚や行為と、患者の感覚や状態とが
地続きにある間身体性の感覚を反省的に感じとり、“確かさ”の手ごたえをもつこ
とが重要となることが示唆された。  
 
 
論文審査結果の要旨  
 
本論文は、せん妄を発症した患者と看護師のあいだにどのようにケアが成り立
つのか、「あいだ」の現象としての「ケア」に着目し、解釈学的現象学の手法によ
り、ケアの構造を明らかにしようとした独創的で挑戦的な研究である。「あいだ」
をどのように捉えるかという難問に挑戦した貴重な研究である。  
 自らの臨床経験に基づいた実践的な疑問を、精密な文献検討と哲学的思索を融
合させて、学問的問いにまで発展させている点は高く評価に値した。またその研
究目的を達成するために、解釈学的現象学という適切な手法を選択している。  
 データ収集は、困難な対象者獲得をクリアし、参加観察とインタビューを駆使
し、豊富なデータを綿密、丹念に分析、解釈している。また研究参加者はせん妄
を発症している高齢者であることを踏まえ、倫理的にも十分に配慮したうえで調
査を実施している。  
その結果、せん妄を発症した患者の「今・ここで」生きられる世界が多次元的
に捉えられ、看護師がその様相を間身体的に感知・応答するベクトルに応じて、
患者・看護師双方の「あいだ」に「不穏さ」あるいは「穏やかさ」がもたらされ
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ることが明らかにされた。せん妄を発症した患者の理解とケアについて、両者の
言葉や行為がどのように生み出され相互に関わり合うのかを現象学的アプローチ
によって明らかにすることに成功している。このように患者と看護師が共鳴し合
っている様相を存在論的に解明する研究は稀有であり、審査委員からも高く評価
された。  
 ただし、たぶんに直観的アート的性質の高い分析手法について、続く研究者の
ためにも、「エピソードタイトル」「テーマ」「コアテーマ」の抽出プロセスをさら
に丁寧に言語化する必要性があるであろうとの指摘もあった。また、図の表示の
仕方にもさらに洗練の余地があるとの指摘もあった。  
 しかしながら、「間身体性」を主軸に据えた考察は、「あいだ」としてのケアに
とって重要な論点を展開しており、看護実践に示唆するところが大きいと評価さ
れた。特に高齢化社会に伴いせん妄患者の増加が見込まれるとともに、せん妄患
者に関連した研究が進められているにもかかわらず、依然として現場の看護師が
対応に苦慮している現状の中、インタビューと参加観察を駆使し、せん妄を発症
した患者と看護師の間でケアがどのように成り立つのか、その構造を明らかにし
たことは、せん妄を発症した患者の経験の理解や適切なケアを検討するうえで臨
床的価値が高いものであると考えられる。  
 さらに、語りを通した看護師の実践の意味の更新にも触れられており、この点
は次の発展課題として期待できる。  
 全体として本論文は、研究として高い水準に達しており、看護ケアについての
本質的な探究に一石を投じる研究であるとともに、実践に示唆するところの多い
貴重な研究であり、博士の学位を授与するにふさわしい論文と評価された。  
 
